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 評価報告における第三者意見 

 

 ●コメント 

 報告のとおり、被害金額及び被害面積ともに被害防止計画に対して未達成となった

が、基準年と比較した場合は各々25％と 29％の減少を実現している。事業効果をみる

と、捕獲機器の導入により捕獲実績が上がっており、一定の成果はあったと思われる。 

 今後については、改善計画にも記載があるとおり、地域を主体とした総合防除を推進

することが重要であり、計画は妥当である。地域において対策を広めるためにも，先行

事例を活用して現地研修を開催し、成功事例を波及させることが望ましい。 
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